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Par t 1

（2020年 1月 31日受付・2020年 5月 25日受理）

2019年度の家畜衛生研修会（病性鑑定病理部門）が
農林水産省消費・安全局動物衛生課の主催により 2019

年 10月 15～18日にかけて茨城県つくば市の農研機構
動物衛生研究部門で開催された．2019年度は 43都道府
県から出題された．本資料が家畜疾病の理解と病性鑑定
への一助となることを期待して，以下に提出症例の概
要を記載する．

事　例　報　告

1　肉用鶏の H5N6亜型高病原性鳥インフルエンザウイ
ルス感染による脾臓の莢組織に主座する多発性巣状壊
死

〔土佐　進（香川県）〕
症例：鶏（チャンキー），性別不明，38日齢．斃死例．
発生状況：肉用鶏約 5万羽を飼養する養鶏場の一鶏群
で，2018年 1月 8日より斃死羽数の若干の増加が認め
られた．1月 10日に実施した A型インフルエンザウイ
ルス簡易検査が陽性であったため，斃死鶏 5羽（Nos. 1-
5）の病性鑑定を実施した．
剖検所見：外貌には著変はなく，Nos. 1-3の脾臓で

軽度腫大とび漫性に微小白斑が認められた．
組織所見：脾臓（提出臓器）では，莢組織に主座する
大小の壊死巣が多発性に認められ（図 1），周囲にマク
ロファージ浸潤が認められた．また，肝臓，大脳，小脳，
小腸粘膜固有層，盲腸扁桃でも大小の壊死巣が散見され
た．マウス抗 A型インフルエンザウイルス抗体（AbD 

Serotec, U.K.）を用いた免疫染色では，病変部におお
むね一致して陽性反応が認められた．また，組織病変が
認められなかった肺の含気毛細管の内皮細胞，心筋細胞
等でも陽性反応が認められた．

病原検査：遺伝子検査の結果，No. 1のクロアカスワ
ブで H5亜型鳥インフルエンザウイルス遺伝子が検出さ
れた．すべての斃死鶏から HA性を有するウイルスが分
離され，農研機構動物衛生研究部門においてウイルスは
H5N6亜型の高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）ウイ
ルスと同定された．
組織診断名：肉用鶏の H5N6亜型 HPAIウイルス感
染による脾臓の莢組織に主座する多発性巣状壊死
疾病診断名：肉用鶏の H5N6亜型ウイルス感染によ
る HPAI

図 1　鶏の H5N6亜型高病原性鳥インフルエンザウイルス
感染による脾臓の莢組織に主座する多発性巣状壊死
（HE染色　Bar＝100μm）．
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2　幼雛の鶏アデノウイルス血清型 8の感染による十二
指腸の粘膜上皮細胞における核内封入体の形成

〔平野慎二（佐賀県）〕
症例：鶏（チャンキー），性別不明，9日齢．斃死例．
発生状況：2019年 2月に 6鶏舎で約 5万羽を飼養す
る農場の 1鶏舎（8,800羽）で 56羽が斃死した．斃死
鶏は舎内全体にまばらにみられ，餌は食べておらず，鶏
舎環境等の急変はなかった．生体 14羽及び斃死体 5羽を
剖検した．
剖検所見：全羽で肝臓に斑状退色病変がみられた．
組織所見：十二指腸（提出臓器）の腸絨毛では粘膜上
皮細胞の過形成が中等度，全周性にみられ，少数の粘膜
上皮細胞層に好塩基性 full型の核内封入体が形成されて
いた（図 2）．十二指腸と同様に，空腸から直腸の粘膜
上皮細胞に封入体が散見された．膵臓及び肝臓では，同
様の核内封入体を伴う多発性巣状壊死がみられた．家兎
抗鶏アデノウイルス（FAV）血清（動衛研，茨城）を用
いた免疫染色で封入体は陽性であった．
病原検査：全羽の主要臓器，皮膚及び羽包，膵臓及び
十二指腸から FAV血清型 8が分離された．遺伝子検査
で鶏貧血ウイルス及び伝染性ファブリキウス囊病ウイル
スは検出されなかった．細菌検査は陰性であった．
組織診断：幼雛の鶏アデノウイルス血清型 8の感染に
よる十二指腸の粘膜上皮細胞における核内封入体の形成
疾病診断：鶏封入体肝炎
特記事項：絨毛の粘膜上皮細胞の過形成は栄養状態に
関連する可能性が指摘された．

図 2　幼雛の鶏アデノウイルス血清型 8の感染による十二
指腸の粘膜上皮細胞における full型核内封入体の形
成（HE染色　Bar＝10μm）．

3　鶏のコクシジウム感染による出血性リンパ球性空腸
炎

〔高野真帆（東京都）〕
症例：鶏（さくら），雌，65日齢，鑑定殺例．
発生状況：2018年 12月 18日に育成舎の一部の個体
に元気消失，食欲不振が認められたため，生体 2羽，斃
死体 1羽を病性鑑定に供した．
剖検所見：空腸上部の一部で腸が膨満し，漿膜面及び
粘膜面に点状出血が認められた．腸内には粘性の暗緑色
物を容れていた．
組織所見：空腸（提出標本）の陰窩周囲の粘膜固有層
にコクシジウムの未熟シゾント及び成熟シゾントの集塊
が多数認められ（図 3），一部では粘膜筋板まで寄生が
及んでいた．虫体の周囲に軽度の出血やリンパ球の浸潤
がみられた．また，絨毛部の上皮細胞直下の粘膜固有層
にはマクロガメート，マクロガメトサイト，ミクロガメ
トサイト，未成熟オーシストがみられ，腸管腔には成熟
オーシストが認められた．また十二指腸及び回腸ではお
もに粘膜固有層に，盲腸ではおもに上皮細胞に有性生殖
期のコクシジウム寄生が認められた．
病原検査：空腸上部内容物の寄生虫検査ではコクシジ
ウムオーシストが多数検出された．パラフィンブロッ
クを用いたリアルタイム PCRの結果，十二指腸から結
腸の腸管全体で Eimeria acervulina及び E. maxima

の遺伝子が検出され，空腸下部，盲腸及び結腸で E. 

tenellaの遺伝子が検出された．A型インフルエンザウ
イルス簡易検査は陰性であった．細菌検査では主要臓器
から病原細菌は分離されなかった．
組織診断名：鶏のコクシジウム感染による出血性リン
パ球性空腸炎
疾病診断名：鶏コクシジウム症

図 3　鶏のコクシジウム感染による出血性リンパ球性空腸
炎
粘膜固有層深層の出血を伴ったシゾント寄生（HE
染色　Bar＝10μm）．
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4　鶏の鶏アデノウイルス血清型 8b感染による核内封
入体を伴った肝細胞の変性及び壊死

〔佐藤尚人（青森県）〕
症例：鶏（チャンキー），性別不明，13日齢．鑑定殺
例．
発生状況：2019年 2月 25日，約 107,000羽を飼養す
る A農場及び 128,000羽を飼養する B農場において，
斃死羽数が増加したため，9羽について病性鑑定を実施
した．
剖検所見：羽毛逆立や沈うつがみられ，全羽に肝臓の
腫大，退色及び点状，斑状出血が認められた．
組織所見：肝臓では，境界不明瞭な壊死巣が多発性に
認められた．多数の腫大した肝細胞には，好酸性から好
塩基性を示す full型の核内封入体の形成がみられ，まれ
に cowdr yA型の核内封入体が認められた（図 4）．full

型の核内封入体は，腎臓，肺，筋胃，腺胃，回腸，盲腸，
直腸でも散見された．家兎抗鶏アデノウイルス（FAV）
血清（動衛研，茨城）を用いた免疫染色では，核内封入
体を認めた病変に一致して陽性反応が検出された．脾臓
では，白脾髄におけるリンパ球の減少，細網細胞の増生
が認められた．心臓では，心筋線維間に偽好酸球，単核
細胞を認め，心外膜にマクロファージが浸潤していた．
他の個体の肝臓でも軽度から重度の核内封入体を伴う
病変がみられた．
病原検査：肝臓，筋胃から FAV遺伝子が検出され，
血清型は 8bと判定された．鶏貧血ウイルス，伝染性ファ
ブリキウス囊病ウイルス，伝染性気管支炎ウイルス遺伝
子は検出されず，病原細菌も分離されなかった．
組織診断名：鶏の FAV血清型 8b感染による多数の核

内封入体を伴った肝細胞の変性及び壊死
疾病診断名：鶏封入体肝炎

図 4　鶏の鶏アデノウイルス血清型 8b感染による多数の
full型核内封入体（矢頭）を伴った肝細胞の変性及び
壊死（HE染色　Bar＝25μm）．

▲

5　鶏の肝臓におけるMycobacterium avium subsp. 

avium感染による多発性肉芽腫性肝炎及びアミロイ
ド沈着

〔千葉脩史（秋田県）〕
症例：鶏（比内鶏），9カ月齢，雄，斃死例．
発生状況：県内ふ化場から卵を譲渡され，平成 29年

5月から飼養していた愛玩鶏が，平成 30年 1月頃から
水様便，元気消失を呈し，3月に斃死したことから病性
鑑定を実施した．
剖検所見：肝臓及び脾臓において，針先大～粟粒大の
白色班が散在していた．
組織所見：肝臓において，中心に壊死巣，その周辺を
類上皮細胞や多核巨細胞が，さらに外側を偽好酸球，リ
ンパ球，線維芽細胞が取り囲む肉芽腫が多数形成されて
いた（図 5A）．肉芽腫周囲の肝細胞は圧迫され，変性し
ている箇所もみられた．また，類洞内に偽好酸球が集簇
し，ディッセ腔内や肉芽腫周辺にはコンゴレッド染色陽
性のアミロイド沈着がみられた．壊死巣内，多核巨細胞
及び類上皮細胞内には，グラム染色陽性で，抗酸菌染色
で赤色を呈する桿菌が多数みられた（図 5B）．また，脾
臓においても肝臓と同様の肉芽腫及び菌体がみられた．
白脾髄のリンパ球は減少しており，偽好酸球やマクロ
ファージの浸潤がみられた．
病原検査：細菌検査で，肝臓から Mycobacterium 

aviumが分離され，遺伝子検査及び生化学性状検査に
よって亜種 aviumに型別された．
組織診断名：鶏の肝臓におけるM. avium subsp. avium

感染による多発性肉芽腫性肝炎及びアミロイド沈着
疾病診断名：鶏結核病

図 5　鶏の肝臓における Mycobacterium avium subsp. 
avium感染による多発性肉芽腫性肝炎及びアミロイ
ド沈着
A：壊死巣を中心に炎症細胞浸潤と線維芽細胞の増殖
がみられる（HE染色　Bar＝100μm）．

B：類上皮細胞内の桿菌（チールネルゼン染色　Bar＝
10μm）．
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6　鶏の伝染性気管支炎ウイルス（遺伝子型 JP⊖ I）感染
による尿細管間質性腎炎

〔片山亜紀保（愛媛県）〕
症例：鶏（地鶏），80日齢．斃死例．
発生状況：2019年 2月 13日，地鶏 2,600羽を飼養す

る農場で斃死鶏 3羽と衰弱鶏 1羽が発見され，病性鑑
定を実施した．衰弱鶏（提出症例）は輸送中に斃死した．
本鶏群は 23日齢で伝染性ファブリキウス囊病（IBD）
ワクチンが接種されていた．
剖検所見：全羽で腎臓の腫大と退色が認められた．斃
死鶏の 1羽ではファブリキウス囊の軽度の腫大と粘膜面
に針状出血が認められた．
組織所見：腎臓（提出標本）では間質に偽好酸球，マ
クロファージ，リンパ球がび漫性重度に浸潤し，尿細管
上皮の壊死や尿細管内に偽好酸球やマクロファージの浸
潤，円形結晶物の貯留が認められた（図 6A）．肺では二
次気管支粘膜上皮細胞の軽度の増生や粘膜固有層にリン
パ球の軽度の浸潤巣が認められた．ファブリキウス囊で
はリンパ濾胞において軽度～重度のリンパ球の核崩壊，
マクロファージの浸潤が認められた．マウス抗伝染性気
管支炎（IB）ウイルス抗体（HyTest, Finland）を用い
た免疫染色では，腎臓の尿細管上皮細胞に IBウイルス
抗原が検出された（図 6B）．マウス抗 IBDウイルス抗
体（HyTest）を用いたファブリキウス囊の免疫染色は
陰性であった．
病原検査：腎臓から IBウイルス（JP-I型）が分離さ
れ，気管，腎臓及び F囊で IBウイルスの特異遺伝子が

図 6　鶏の伝染性気管支炎ウイルス（遺伝子型 JP-I）感染
による尿細管間質性腎炎
A：尿細管上皮細胞の壊死と間質における炎症細胞浸
潤（HE染色　Bar＝50μm）．

B：尿細管上皮細胞に認められたウイルス抗原（免疫
染色　Bar＝25μm）．

検出された．F囊で IBDウイルスの特異遺伝子が検出
されたが，ウイルス分離は陰性であった．細菌検査では
病原細菌は分離されなかった．
組織診断名：鶏の IBウイルス（遺伝子型 JP-I）感染

による尿細管間質性腎炎
疾病診断名：鶏の IB（腎炎型）

（次号へつづく）


